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	応用
	抗原情報
	背景
	真核生物におけるミスフォールド、損傷、あるいは短寿命タンパク質の制御された分解は、ユビキチン（Ub）-プロテアソームシステム（UPS）を介して行われます。UPSシステムの不可欠な要素は、標的タンパク質のユビキチン化と、Ub含有タンパク質の共有結合によるポリマー鎖の形成です。これにより、標的タンパク質は26Sプロテアソームを介した分解の標的となります。タンパク質のユビキチン化は、E1（ユビキチン活性化）、E2（ユビキチン結合）、E3（ユビキチンリガーゼ）酵素を含む一連の酵素カスケードによって媒介されます。この遺伝子はE2酵素ファミリーのメンバーをコードしています。この酵素の基質には、腫瘍抑制タンパク質p53とペルオキシソーム生合成因子5（PEX5）が含まれます。選択的スプライシングにより、この遺伝子には複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年5月],触媒活性：ATP + ユビキチン + タンパク質リジン = AMP + 二リン酸​​ + タンパク質N-ユビキチルリジン。,機能：ユビキチンの他のタンパク質への共有結合を触媒する。短寿命タンパク質および異常タンパク質の選択的分解を媒介する。p53/TP53のE6/E6-AP誘導ユビキチン化に機能する。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：ユビキチン結合酵素ファミリーに属する。,サブユニット：SCF（SKP1-CUL1-F-boxタンパク質）E3ユビキチンリガーゼ複合体およびE3ユビキチン-タンパク質リガーゼPJA2と相互作用する。,
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
	画像データ
	

	UBE2D2 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	UBE2D2ポリクローナル抗体を1：2000に希釈し、様々な細胞をウェスタンブロット解析した。二次抗体は1：20000に希釈した。

